
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館 公 民 館

令和5年度「菊池市キクロスカレッジ」の
閉講式を行いました。

菊池市キクロスカレッジとは
　「地域のさまざまな課題の解決や活性化に向けて、
地域の有意な人財が専門性を高め、まちづくりリー
ダーとなるための学びの場」として、令和4年度に開
校しました。 
新たなコースも開設
　これまでの「防災」「デジ
タルコンテンツ」「スポーツ」
の3コースに加え、２年目は
新たに「花と緑」と「ワール
ドフレンズ」を開設。約7カ
月のカリキュラムを修了し、
12月16日に中央公民館で
閉講式を行いました。
　キクロスカレッジ学長の
江

え

頭
がしら

実
みのる

市長が、第2期修了
生31人に修了証を授与し、
感謝と励ましの言葉を送り
ました。続いて修了生を代
表して、原

はら

本
もと

和
かず

江
え

さん（防災
マイスターコース）が、感想
や修了後の自らの抱負を力
強く述べました。   
今後、申請した人はマイスターとして活動予定
　申請のあった修了生は、マイスターとして認証・登
録し、市内の学校や施設や団体などからの要請に応じ
て、活動していく予定です。

原本和江さん（写真㊦）
のお知らせ臨 時 休 館

　市立図書館（４館全て）では、図書館システム
入れ替えのため休館します。休館中の本や雑
誌の返却は、ブックポストをご利用ください。

2月19日㈪～29日㈭休館期間

テーマ「想いを伝える」
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4 おさるのジョージ
　チョコレートこうじょうへいく

　ジョージは工場で何をして
いるのか興味津々。大好き
なバナナクリーム入りのチョ
コレートを見つけて…。
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下
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恵
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ま

／作 はねこと／絵
3 ��好きって言って！

　中学2年生の高村結。片
思い中だった同級生の天馬
エンに告白したらOK がも
らえた。と思ったら、突然化
け物が現れて絶体絶命の大
ピンチ!?

唯
ゆい

川
かわ

　恵
けい

／著
1 �肩ごしの恋人

　女性であることを武器に
する女と恋にのめり込むの
が怖い女。対照的な二人が
見つけるそれぞれのあり方
と幸せとは。長編恋愛小説。
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有
ゆ
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／著　　
　ベーシックなチョコレート
のレシピ。ラッピング方法も
記載されているので、バレン
タインにもおすすめです。

２ �やさしいチョコレートの
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